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地域課題名 訪れたくなるバスマップ 事業費 （上限）500千円 

地域課題の

背景  
 当町では、20 年間にわたり、「地域の足」として町営バスを運行

してきたとこだが、令和元年 10 月１日より運行路線・運行時刻・運

行方法を再編した実証運行を行うところ。 

 町では、民営路線バスがないことから、町内の車以外の移動手段は、

タクシー、もしくは町営バスに限られるところだが、この再編をきっ

かけに、地域住民のみならず観光客等の来町者にも町を訪れていただ

き、公共交通を使って、観光地である大岩山日石寺はもとより、観光

地以外の地域資源も体感いただき、町を満喫いただくほか、移住者等

へもわかりやすく地域資源や公共交通の概要を説明したい。 

課題の概要 （１）課題＝解決したい問題の説明 

バスの停留所付近における地域資源（歴史資源や特筆する風景な

ど）を外からの目線で盛り込んだ（仮）「訪れたくなるバスマップ」

を作成する。 

 

（２) その課題解決において自治体が取り組めること 

学生らの提案に応じて諸事業の予算付け等を行い、事業実施する。 

 

（３）高等教育機関に求めたいこと 

 外からの目線で町の資源に関する調査・研究の実施。 

 「訪れたくなるバスマップ」の提案 

事業実施に 

当たっての 

協働体制 

【自治体等の役割】 

 バスの概況説明、地域資源に関する情報提供、現地案内、地元関係

者の聞き取り等が発生した場合の事前調整等 

【高等教育機関の役割】 

 バスを使ったフィールドワーク、地域資源の調査・研究、必要に応

じて地元への聞き取り、マップの作成 

成果の活用 

方法 

 成果品を町や観光協会ＨＰで広く周知するほか、移住者等への説明

などをはじめとした 

移住・定住施策への活用も行う。 



作成上の注意 

 １．「事業費」欄は，高等教育機関に対し支出する金額を記入願います。 

   （自治体等からの事業費が，本事業実施経費の全額となります。） 

２．提案課題に関する詳細資料(秘密事項は除く)がある場合は，添付願います。 

 ３．提案課題が複数ある場合は，別様に記載願います。 

 ４．提案書は１ページに収める必要はありません。できるだけ具体的に記入願います。 


